















達 川 美 紀
レーザー技術の進歩に伴い､ 医学や生命科学の分野においてもレーザーを応用
した研究開発が進め られ､ その範囲は基礎的な光計測､ 分光分析か ら､ フローサ
イ トメ トリー､ レーザー光凝固､ レーザーメスな どの光診断､ 光治療技術 にまで
及んtでいる｡ 光が生体に与える作用は､ その様成分子の応答および状態変化によ
って､ 次の ように分類で きる｡
1)勲 的作用 (高出力 レーザーによる凝固､ 蒸散)
2)光化学的作用 (光化学反応､ 光力学作用､ 光酵素作用)
3)光刺激作用 (低出力 レーザー治療)-
これ らの中 には､ 3)の生体刺激 ･活性効果 くレーザ一針治療な ど)のように実
験的に確認 されてはい.るものの､ 原因については未 だに不明なものもある｡ レー
ザー光に特有のコ ヒー レン トな電磁場の効果であるという説もあるが､ 一般には
生体内の光誘起反応が凍雑に結びついた結果であると考え られている｡ このよう
な レーザー光の生体に対する効果のメカニズムを明 らかにするためには､ 生体の
各棟成物質 について光作用を微視的 レベルで解明す ることが重要であ り､ そのた
めの研究手法の確立が必要 とな る｡
本研究は､ 生体の レーザー光 に対す る作用横序や新 しい作用方式の可能性 を探
るため､ レーザー照射装置およびその測定系の開発を目的 としてい る｡ 講演では､
モデル実験 として行 った､CagedCaIsium(叫tr-5)の レーザー光解離実験-につ
いても述べ る_｡ GagedCatsiu町はCa2◆と遺択的にキ レー ト化合物をつ くるキレー
ト試薬の一種 であ り､ 紫外光照射に よって光解離 LCa2'を放出する｡ 今回の実験
では､ レーザー照射前後のCa2-'漉度変化を､ Cap+蛍光指示薬(Ffuo-3)を用 いた
蛍光測定と分光分析 によって観測 した｡
-739-
